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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年2月27日(2020.2.27)

【公表番号】特表2019-502737(P2019-502737A)
【公表日】平成31年1月31日(2019.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-004
【出願番号】特願2018-538221(P2018-538221)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/747    (2015.01)
   Ａ６１Ｐ   1/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/99     (2017.01)
   Ａ６１Ｑ  11/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/747    　　　　
   Ａ６１Ｐ    1/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ    8/99     　　　　
   Ａ６１Ｑ   11/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月17日(2020.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口腔内の炎症の治療及び／又は予防に用いるための、好ましくは歯肉炎及び／又は歯周
炎の治療及び／又は予防に用いるための医薬組成物であって、微生物、又は２以上の微生
物を含むか、若しくは２以上の微生物からなる混合物を含み、
　前記微生物は、ラクトバチルス・パラカゼイ（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐａｒａ
ｃａｓｅｉ）ＬＰｃ－Ｇ１１０（ＣＣＴＣＣ　Ｍ　２０１３６９１）、ラクトバチルス・
プランタラム（Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｐｌａｎｔａｒｕｍ）ＧＯＳ４２（ＤＳＭ
　３２１３１）、ラクトバチルス・デルブルエッキー・サブスピーシーズ・ラクティス（
Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ　ｄｅｌｂｒｕｅｃｋｉｉ　ｓｕｂｓｐ．　ｌａｃｔｉｓ）
ＬＬ－Ｇ４１（ＣＣＴＣＣ　Ｍ　２０１６６５２）、ラクトバチルス・プランタラムＨｅ
ａｌ１９（ＤＳＭ　１５３１３）及びラクトバチルス・パラカゼイＮＳ９（ＮＣＩＭＢ　
８８２３）からなる群から選択される、医薬組成物。
【請求項２】
　前記微生物は、弱毒化微生物又は死んだ微生物、好ましくは熱不活性化された微生物、
好ましくは７０℃と１００℃の間の温度で２～８分間インキュベートすることによって熱
不活性化された微生物である、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　インターロイキン１（ＩＬ－１）、インターロイキン６（ＩＬ－６）、インターロイキ
ン８（ＩＬ－８）、腫瘍壊死因子（ＴＮＦ）、プロスタグランジンＥ２（ＰＧＥ２）、イ
ソプロスタン、マトリックスメタロペプチダーゼ９（ＭＭＰ９）及びＮＦ－κＢからなる
群から選択される１種以上の炎症性因子の放出を低減又は抑制するための、口腔内の抗炎
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症剤として用いるための請求項１又は２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　口腔内の炎症の治療及び／又は予防に用いるための、好ましくは歯肉炎及び／又は歯周
炎の治療及び／又は予防に用いるための医薬組成物であって、請求項１～３のいずれか１
項に定義される１種以上の微生物の断片を含む、医薬組成物。
【請求項５】
　口腔医薬組成物、口腔ケア製品又は栄養若しくは楽しみのための製品であって、
　ラクトバチルス・パラカゼイＬＰｃ－Ｇ１１０（ＣＣＴＣＣ　Ｍ　２０１３６９１）、
ラクトバチルス・プランタラムＧＯＳ４２（ＤＭＳ　３２１３１）、ラクトバチルス・デ
ルブルエッキー・サブスピーシーズ・ラクティスＬＬ－Ｇ４１（ＣＣＴＣＣ　Ｍ　２０１
６６５２）、ラクトバチルス・プランタラムＨｅａｌ１９（ＤＳＭ　１５３１３）及びラ
クトバチルス・パラカゼイＮＳ９（ＮＣＩＭＢ　８８２３）からなる群から選択される１
種以上の微生物又はそれらの断片を含み、
　前記微生物又はそれらの断片の合計量が、口腔内の炎症の治療及び／又は予防、好まし
くは歯肉炎及び／又は歯周炎の治療及び／又は予防に十分であり、
　更に、
　前記微生物又はそれらの断片の合計量が、前記組成物の合計質量に対し、好ましくは０
．０１～１００％の範囲内、より好ましくは０．１～５０％の範囲内、最も好ましくは１
～１０％の範囲内であり、及び／又は、
　前記微生物又はそれらの断片の合計量が、好ましくは１×１０3～１×１０11コロニー
形成単位（ＣＦＵ）の範囲内であり、より好ましくは１×１０5～１×１０10ＣＦＵの範
囲内であり、
　口腔内の炎症の治療及び／又は予防に用いるための、好ましくは歯肉炎及び／又は歯周
炎の治療及び／又は予防に用いるための、組成物又は製品。
【請求項６】
　担体、賦形剤又は更に活性成分からなる群から選択される１種以上の成分を更に含む、
請求項５に記載の組成物又は製品。
【請求項７】
　前記組成物が、コーティング又はカプセル化されている、請求項５又は６に記載の組成
物又は製品。
【請求項８】
　前記組成物又は製品が、溶液、懸濁液、乳液、錠剤、顆粒、粉末又はカプセルの形態で
ある、請求項５～７のいずれか１項に記載の組成物又は製品。
【請求項９】
　前記組成物又は製品が、練り歯磨き、歯磨きジェル、歯磨き粉、歯クリーニング液体、
歯クリーニング泡、マウスウォッシュ、マウススプレー、デンタルフロス、チューイング
ガム及びトローチ剤から選択される、請求項５～８のいずれか１項に記載の組成物又は製
品。
【請求項１０】
　請求項５～９のいずれか１項に記載の口腔医薬組成物、口腔ケア製品又は栄養若しくは
楽しみのための製品の製造方法であって、
　ラクトバチルス・パラカゼイＬＰｃ－Ｇ１１０（ＣＣＴＣＣ　Ｍ　２０１３６９１）、
ラクトバチルス・プランタラムＧＯＳ４２（ＤＭＳ　３２１３１）、ラクトバチルス・デ
ルブルエッキー・サブスピーシーズ・ラクティスＬＬ－Ｇ４１（ＣＣＴＣＣ　Ｍ　２０１
６６５２）、ラクトバチルス・プランタラムＨｅａｌ１９（ＤＳＭ　１５３１３）及びラ
クトバチルス・パラカゼイＮＳ９（ＮＣＩＭＢ　８８２３）からなる群から選択される１
種以上の微生物又はそれらの断片を、１種以上の更なる成分、好ましくは担体、賦形剤又
は更に活性成分からなる群から選択される１種以上の成分と混合する工程を含む、前記方
法。


	header
	written-amendment

